


























， ， ， ， ， ， ， ，そして である．元素状炭素の濃度
は - 月にかけて相対的に低く， 月， 月そして 月に高かった． ， ，
， ， の濃度は検出限界以下であることが多かった． ， ， ， ，
























ンフィルタ （ー ， ）に捕集した．サンプリング流量はそれぞ









イザ （ー ， ）により ° で燃焼させ，発生した ?
をニッケル触媒で ?に還元し，ガスクロマトグラフ（ ， ）で定量する
ことにより，炭素量を測定した（ )．フィルターを半分に切り，半分
を全炭素成分（ ）の測定に使用した．もう片方のフィルターは，大気雰囲気中で 分間
° に加熱して有機炭素（ ）を除去した後， の測定に使用した． と の差を
とした．
テフロンフィルターを半分に切り，硝酸（ ， ）とフッ化水素酸











μ ?， の濃度は - μ ?の範囲であった． 年 月に昭和基地にお
いて測定された および の濃度は，それぞれ と μ ?であった（
)． の濃度は本研究の測定結果と一致していたが， の濃度は本研
究の値が高めであった． （ ）は， は正もしくは負の誤差をも







ないため， 濃度に関する定量的な議論は困難である． の濃度は - 月にかけて相対
的に低く， 月， 月， 月に高かった． を含むエアロゾルは，人間活動による発生源
の影響を受けていると?えられる（ )． 級のブリザードが昭和基





倍とした．検出限界を下回った結果は，図中で白抜きにして表した． ， ， ， ，
の濃度は，検出限界を下回る期間が多かった．それぞれの金属成分の濃度の明瞭な季節変
動はみられなかった．また，それぞれの物質の挙動は異なっていた． - 月にかけて， ，
， ， ， ， ， は突発的に濃度が増加し，最高濃度を記録した．一方， と
は 月に最高濃度を示した． の濃度は， つの試料で ?を超えたが，その他の期
間は - ?程度であった．南極点で観測された の冬期間の平?濃度は，



















ここで と は，それぞれ対象とした成分と の濃度を表している．地?中での各成分
濃度は （ ）の値を使用した．全試料のうち，およそ半分の試料の 濃度が測定
限界以下であったため，濃縮係数は検出限界を上回った結果についてのみ計算した．結果




数が高かった 月 - 日， 月 - 日， 月 - 日にブリザードが観測された． 月





－ － － －




－ － － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － －
－ － －
－ － － － － － － － －
－ － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － －
－
－ － － － － － － －
－ － － － － － － － －
－ － － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － － －
－ － － － －
－ － － － － － －
－ － － － －
－ － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － －
－ － － － － － － －
－ － － － － － － －
－ －
















した． の濃度は - μ ?， の濃度は - μ ?の範囲であった．金
属成分の濃度は明瞭な季節変動を示さなかった．また，それぞれの物質の挙動は異なって
いた． - 月にかけて， ， ， ， ， ， ， は突発的に濃度が増加し，最高濃
度を記録した． と は 月に最高濃度を示した．人間活動による南極大気中のエアロゾ
ルの組成への影響を評価するため，濃縮係数を計算した． ， ， ， の濃縮係数は高
図 濃縮係数の季節変動．検出限界以下であった金属成分の濃縮係数は図示していない．
小林 拓ほか
く，特に 月， 月， 月に高かった． ， ， は，南アメリカ，南アフリカ，そして
オーストラリアでの人間活動によって大気中へ排出された重金属成分に起因していると?
えられる．ブリザードが観測された期間は濃縮係数が高く，人間活動由来の発生源から放
出されたエアロゾルを含む気塊が，低気圧の擾乱に伴い南極大陸まで輸送された可能性が
?えられる．
南極大陸に飛来した大気エアロゾルの起源を検討するために，エアロゾルの化学成分の
測定だけではなく，流跡線解析や衛星リモートセンシングデータを活用することが必要に
なるであろう．
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